
フォーマット①

どの項目につい
ての報告か【○】

をつける

実習項目
（分類）

実習内容



フォーマット②

タイトルは自由です。

学生が関わった事例内容と経過、患者
さんとの関わり、最終的に学生がどう成

長したのかを記載してください。

施設名・開設者名・
指導薬剤師名を記入



記入事例①

【内容の概要】
薬物療法や患者さんの想いにも深く関わり始めた実習の中旬以降、
患者から服用しているお薬が多いことから減量できないか（想
い）を相談された。
学生は、指導薬剤師と添付文書や服薬指導から患者状態等を確認
しながら、変更の可否を検討した。最終的に変更可能と判断し、
処方医への処方内容の変更について、その理由と患者さんの状態
等を説明し提案を行った。医師も納得し変更することが出来た。
その後も学生は、経過観察を踏まえ頻回に服薬指導を行った。

【タイトル】
患者さんの希望（想い）を聞いて最適な薬物療法を提案した事例

学生が患者さんと深く関わることで、薬物療法について深く理
解し、さらに患者の想いも考慮しながら、患者にとって最適な
薬物治療を考える重要性を学ぶことができ学生の成長が伺えた
事例。



記入事例②

【内容の概要】
薬局での服薬指導中、患者の訴える症状が副作用であるかどう
か服用薬、検査値、医師の意見などから原因を分析し検討を
行った。医師へ患者の訴える症状が副作用である可能性を説明
し、服用薬継続可否の検討や代替薬による治療の提案を行った。
医師と協議して同効薬への代替薬に処方変更することが指示さ
れた。結果、患者さんの訴えから副作用の重篤化を防ぐことが
出来た。

【タイトル】
服薬指導から患者さんの訴えから副作用の重篤化を防いだ事例

学生は熱心に患者の訴えに耳を傾け、服用薬継続可否の検討や
代替治療法の提案まで実施できるようになった。薬局薬剤師が、
医薬品適正使用のために、どのような役割を担うのかを実際に
体験できた事例。



記入事例③

【内容の概要】
指導薬剤師に同行し施設に入居している方に、複数回服薬指導
（同一患者）を行った。訪問での服薬指導の中で、足のむくみ
をみるためのフィジカルアセスメントも実践することができた。
また、服薬指導を行いながら薬の主作用のモニタリング、副作
用のモニタリングを実施することができた。服薬に関する指導
だけではなく、患者さんの生活状況と施設内での悩みも確認す
ることで、患者さんに寄り添うことが大切であると気づくこと
ができた。

【タイトル】
居宅訪問を行い、生活状況の確認を含めた服薬指導ができた事例

学生は同一患者さんに服薬指導を繰り返し行うことで、患者さ
んの心が開き、実習生でありながら、患者さんの相談役にも
なってた様子が見て取れた事例。


